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60

才
以
上
の
方
々
の
集
い

　
　
　
　
　
高
砂
ク
ラ
ブ
と
命
名

　
7
月
2
9
日
、
猛
暑
の
中
、
5
0
名
の
出

席
を
得
て
、
大
字
松
代
の
60
才
以
上
の

方
々
の
集
を
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

き
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
町
公
民
館
が
役
場
社
会
課

と
連
け
い
し
て
所
管
す
る
も
の
で
す
が
、

参
加
者
の
自
主
制
を
尊
重
と
い
う
こ
と

で
、
過
半
数
の
ご
意
見
で
「
高
砂
ク
ラ

ブ
」
と
命
名
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足

　
　
　
　
　
　
　
・
発

　
続
い
て
、
町
社
会
課
長
の
学
級
を
開

設
す
る
に
あ
た
っ
て
の
げ
き
励
の
言
葉

と
老
人
問
題
に
つ
い
て
の
講
話
、
大
正

医
院
・
関
谷
院
長
先
生
の
『
高
血
圧
に

つ
い
て
』
の
お
話
し
が
あ
り
、
そ
の
あ

と
社
会
課
長
指
導
に
よ
る
ゲ
ー
ム
で
、

日
程
約
二
時
間
半
の
第
一
回
の
集
い
を

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
終
了
後
の
自
由
時
間
に
は
、 老

人
憩
の
家
的
要
素
を
合
せ
て

　
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
学
習
会

　
　
　
　
希
望
者
数
人
の
方
が
、
入
浴
・
将
棋
な

　
　
　
　
ど
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
集
い
の
日
程
は
お
お
よ
そ
次
の
と
お

　
　
　
　
り
で
す
。

後
釦
　
o
o

　
整
　
　
3

午

3：30

4：30

　
会

や
談

話
座

講

動
　
ム

運
は
一

い
た
ゲ

軽
ま

　
　
長

　
　
延

動
　
の

活
は
ム

味
た
『

趣
ま
ゲ

6300

自由時間
　（入浴でき
　るのは5月
～10月）
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膣
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の
進
行
状
況
と
今
後
の
み
と
お
し
、
そ

の
他
町
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の

一
」
を
、
町
助
役
の
鈴
木
さ
ん
を
講
師

に
お
願
い
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
明
春
三
月
ま
で
第
九

回
に
わ
た
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
が
、

く
わ
し
い
内
容
を
知
り
た
い
と
い
う
方

は
町
公
民
館
に
計
画
書
を
請
求
く
だ
さ

れ
ば
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
第
二
回
目
か
ら
は
自
由
時
間
を
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
、
少
量
の
酒
と
肴

を
持
参
し
召
し
上
る
の
も
結
構
、
ロ
ー

プ
ゲ
ー
ム
を
や
る
の
も
、
湯
上
り
後
下

着
一
枚
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も
結
構
、
湯

は
各
地
の
湯
花
を
利
用
し
て
そ
の
気
分

を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
。
そ

の
ほ
か
ア
ン
マ
機
な
ど
の
設
備
を
利
用

す
る
。
ま
た
、
こ
の
集
い
の
と
き
は
他

の
使
用
を
遠
慮
し
て
い
た
だ
い
て
全
館

高
砂
ク
ラ
ブ
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く

な
ど
「
老
人
憩
い
の
家
」
的
要
素
を
持

っ
た
学
習
会
に
し
た
い
と
、
皆
様
多
数

の
ご
参
加
を
係
で
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
隣
近
所
の
方
々
と
さ
そ
い
合
っ
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
又
、
松
代
以
外
の
方
々
の
ご
聴
講
を

も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
計
画
書
も
必
要

で
し
た
ら
公
民
館
に
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
無
投
票
で
し
た

　
任
期
満
了
に
よ
る
松
代
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
七
月
十
五
日
行
な
わ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
立
候
補
者
が
定
数
以
内
で
あ
る
た
め
、
選
挙
は
行
な
わ
れ
ず
、
届

出
さ
れ
た
立
候
補
者
の
無
投
票
当
選
が
決
り
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
議
会
推
せ
ん
・
農
協
推
せ
ん
の
方
を
含
め
て
次
の
十
三
名
の
方
々
で
、

任
期
は
昭
和
五
〇
年
七
月
二
〇
日
か
ら
昭
和
五
三
年
七
月
一
九
日
ま
で
の
三
ケ
年
間

す
。農業委員名簿（7月16日選挙会において確定）

議席 氏　名 生年月日 住　所 現元
新別 備　　　考

（参考）

　1
佐藤　兼作 大σ527。 室　　野 元

2 斉藤　庄平 明4212。1． 田野倉 新

3 山本　慶一 昭10．5．19． 犬　　伏 現

4 秋山　真作 明4α11。8． 清　　水 現 農協推せん

5 宮沢　義孝 大15．6．29 下　　山 新

6 鈴木　政栄 大41218． 松　　代 元

7 市川　藤蔵 昭4，5。1α 田　　沢 新

8 石野　信吉 大9．11．29． 木和田原 新

9 山岸　秀治 明44、11．25 東　　山 現

10 山岸　正平 大2　1．21。 蒲　　生 元 議会推せん

11 小山　　茂 昭3．9．21． 桐　　山 新

12 小堺平治郎 大9525． 儀　　明 現

13 村山宇一郎 明41．4，29 室　　野 現 議会推せん

参　考　　　会　　長　　村山宇一郎

　　　　　　会長代理　小堺平治郎

　
農
業
委
員
会
委
員
の
お
仕
事
は
、
農

地
に
つ
い
て
戦
後
行
な
わ
れ
た
農
地
改

革
の
成
果
を
維
持
す
る
た
め
、
農
地
の

権
利
移
動
・
転
用
等
に
つ
き
、
一
定
の

制
限
を
課
し
、
こ
の
制
限
に
反
し
た
と

き
は
そ
の
効
力
を
生
じ
さ
せ
な
い
権
限

水
道
工
事
契
約
な
ど
討
議

　
　
　
松
代
町
議
会
第
二
回
臨
時
会

　
七
月
十
一
日
町
議
会
第
二
回
臨
時
会

が
招
集
さ
れ
、
水
道
工
事
の
契
約
な
ど

次
の
議
案
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

「
報
告
」

①
　
町
道
松
代
・
大
島
線
改
良
工
事
の

　
契
約
に
つ
い
て
。
　
（
町
道
松
代
・
大

　
島
線
と
は
、
松
代
か
ら
田
野
倉
・
莇

　
平
・
小
貫
・
寺
田
・
儀
明
を
径
由
し

　
て
木
和
田
原
に
通
ず
る
道
路
で
、
こ

　
の
工
事
の
施
行
場
所
は
田
野
倉
～
莇

　
平
間
の
一
部
で
す
。

　
　
6
月
2
6
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
、

　
6
月
2
7
日
町
長
専
決
に
よ
り
、
松
代

　
室
岡
組
・
室
岡
竜
一
郎
と
、
一
、
一

　
五
〇
万
円
で
契
約
し
た
も
の
。
）

「
議
事
」

第
一
号
　
松
代
町
簡
易
水
道
拡
張
工
事

　
変
更
契
約
に
つ
い
て
（
7
月
1
日
指

　
名
競
争
入
札
に
付
し
た
、
簡
易
水
道

　
拡
張
変
更
工
事
（
五
十
年
度
分
と
五

　
十
一
年
度
分
の
一
部
）
に
つ
い
て
、

　
一
億
七
千
九
九
〇
万
円
で
、
新
潟
市

　
・
加
賀
田
組
・
加
賀
田
勘
一
郎
と
、

　
請
負
契
約
締
結
の
議
決
を
求
め
た
も

　
の
。
議
決
）

「
推
せ
ん
」

第
一
号
、
松
代
町
農
業
委
員
会
委
員
の

　
推
せ
ん
に
つ
い
て
。
　
（
農
業
委
員
会

　
等
に
関
す
る
法
律
第
一
二
条
の
二
の

　
規
定
に
よ
り
、
松
代
町
農
業
委
員
会

　
の
委
員
を
推
せ
ん
し
た
も
の
。
）

◎
推
せ
ん
さ
れ
た
委
員

山
岸
　
正
平
氏
　
（
蒲
生
）

村
山
宇
一
郎
氏
　
（
室
野
）

を
持
ち
、
農
地
の
権
限
移
動
・
転
用
・

小
作
地
の
所
有
等
に
つ
い
て
許
可
し
た

り
、
あ
る
い
は
、
県
知
事
が
許
可
す
る

に
あ
た
っ
て
、
意
見
書
を
付
し
て
申
達

す
る
と
い
う
重
要
な
任
務
を
果
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　☆バトミントン講習会のお知らせ☆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　主婦、町内の青年団、小中学生、を対象としたバトミン

トンの練習を開催しますので是非参加下さい。暑い夏の夜

を楽しんでみませんか。

　尚、ラケツト、羽根の方は協会の方で用意してあります。
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佳
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生
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日
高
先
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ト
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代
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バ
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代
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松
藤
松

時
所
師

日
場
講



6
る
の

水
道
給
水
開
始

　
城
川
の
上
流
か
ら
取
水
し
て
、
室
野

を
始
め
十
三
部
落
四
、
七
〇
〇
人
に
給

水
す
る
計
画
で
、
昭
和
四
十
八
年
度
か

ら
新
潟
の
株
式
会
社
加
賀
田
組
の
施
工

で
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
松
代
町
簡

易
水
道
拡
張
変
更
工
事
が
、
取
水
、
浄

水
施
設
が
完
成
し
て
室
野
地
区
に
給
水

で
き
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
　
媒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
の

　
八
月
十
一
日
の
町
長
、
町
議
会
議
長

を
始
め
工
事
関
係
者
参
列
の
上
午
後
二

　
　
　
　
　
　
時
か
ら
浄
水
場
で
通
水

　
　
　
　
　
　
式
を
行
い
、
室
野
二
百

世
帯
に
給
水
を
開
始
し

景全場水浄室機過炉

ま
し
た
。

　
今
後
の
工
事
予
定
は
、
今
年
中
に
松

代
、
福
島
、
奈
良
立
に
給
水
。
来
年
は

千
年
、
池
尻
、
儀
明
、
蒲
生
に
給
水
。

再
来
年
は
、
小
荒
一
尺
太
平
、
菅
刈
、

田
沢
、
犬
伏
に
給
水
し
た
い
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
の
第
一
期
工
事
完

了
後
は
、
水
源
が
見
つ
か
り
次
第
、
水

道
工
事
は
継
続
し
た
い
考
え
で
お
り
ま

す
。

室気融亀
池水浄

（3）
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公
衆
便
所
第
一
号
完
成

　
地
域
住
民
の
方

々
、
特
に
婦
人
層

か
ら
要
望
が
強
か

っ
た
公
衆
便
所
第

一
号
が
こ
の
ほ
ど

山
平
地
区
に
完
成

し
ま
し
た
。

　
場
所
は
萱
場
線

田
野
倉
仙
納
あ
ざ

み
平
小
貫
方
面
入

ロ
に
当
る
田
野
倉

の
三
又
路
で
す
。

司
工
務
店
（
松
代
）

の
施
工
で
ブ
ロ
ヅ

ク
建
モ
ル
タ
ル
仕

上
げ
、
冬
期
間
の

利
用
を
配
慮
し
た

床
高
で
す
。

バ
ス
の
待
合
い
、

冬
の
大
谷
地
の
ス

キ
ー
ヤ
ー
等
の
利

用
を
考
慮
し
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

（完成した公衆便所第1号）

霊
枢
車
を

　
　
整
備
し
ま
し
た

　
霊
枢
車
の
整
備
が
、
住
民
各
位
か
ら

強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
部
落
間

等
の
道
路
整
備
が
あ
る
程
度
め
ど
が
つ

く
ま
で
と
い
う
こ
と
で
お
待
ち
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
道
路
も
着
々
整

備
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の

程
霊
枢
車
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。

霊
枢
車
と
い
っ
て
も
地
域
の
実
状
か
ら

し
て
美
観
よ
り
も
実
用
を
主
に
し
て
、

ジ
ー
プ
を
改
造
し
た
も
の
で
す
の
で
ご

了
承
の
上
ご
利
用
下
さ
い
。

利
用
に
つ
い
て

・
使
用
料
は
無
料
で
す
。

。
運
転
手
は
、
使
用
す
る
方
で
見
つ
け

　
て
下
さ
い
。

・
使
用
さ
れ
る
方
は
、
社
会
課
衛
生
係

よ
り
「
カ
ギ
」
を
受
取
り
、
使
用
後

は
衛
生
係
に
返
し
て
下
さ
い
。

老
令
福
祉
年
金

受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
年
金
証
書
を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
交
付

し
て
あ
り
ま
す
保
管
証
に
指
定
さ
れ
て
い
る

場
所
に
印
鑑
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
年
金
証
書
受
領
後
郵
便
局
で
年
金
を
受
取

つ
て
下
さ
い
。

出
稼
者
の
み
な
さ
ん
へ

☆
選
考
日
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
出
稼
求
人
は
激
減
し
何
年
も
出
稼
に
行
っ

て
い
る
事
業
所
か
ら
、
今
年
は
採
用
出
来
な

い
と
い
う
事
業
所
が
あ
り
、
今
冬
期
の
出
稼

も
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
そ
う
で
す
。

ー
求
人
一
覧
表
は
例
年
通
り
回
覧
い
た
し
ま

す
が
、
選
考
に
つ
い
て
は
認
定
日
に
合
せ
て

行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
選
考
日
が
遅
れ

る
と
他
県
で
充
足
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
今

年
は
会
社
が
希
望
す
る
日
（
随
時
）
に
選
考

い
た
し
ま
す
。
選
考
日
の
周
知
は
代
議
員
の

方
に
お
願
い
し
て
「
選
考
日
の
お
知
ら
せ
」

を
部
落
の
掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す
。

　
就
職
先
の
決
ま
ら
な
い
人
は
、
そ
れ
に
よ

り
選
考
を
受
け
て
下
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口
か
ら

七
月
受
付
分
（
受
付
順
）

諄
つ
二
ん
瀦

お
め
で
と
愚
衡

中
村
正
春
・
山
田
京
子

鑓碧臨小
林
智
恵
父
至
生

　
　
　
　
母
節
　
子

相
沢
理
津
子
父
信
雄

　
　
　
　
母
喜
代
子

品
田
圭
子
父
六
β

　
　
　
　
母
キ
ョ
子

秋
田
　
智
広

萬
羽
　
英
明

萬
羽
　
康
博

父母父母父母父
一正一伸美美正

田
代
宮
ノ
脇

長
女
松
代
下
島
住
宅

二
女
太
平
善
次
郎

富
坂
優
子
母
タ
ツ
ヨ

督
朋
一
父
邦

　
　
　
　
母
愛

高
橋
涼
子
父
庄
市
郎

　
　
　
　
母
ヤ
ス
子

米
持
亮
平
父
富

　
　
　
　
母
敏

　
　
　
　
父
　
泰

永
井
　
琴
美
　
　
　
　
長
女
室
野
仲
良
や

　
　
　
　
母
良
　
子

　
　
　
　
コ
　
　
じ

良
長
女
松
代
品
田
屋

吉
長
男
松
代
奥
村
組

子栄
長
男
松
代
も
え
ん

子博
二
男
松
袋
ん
て
ん

子長
長
女
蒲
生
上
林
方

幸
長
男
松
代
金
八

子　
二
女
太
平
向

和
三
男
室
野
へ
い
じ
ん

江

柳柳柳石関中
　　　沢谷村

文ミシナ勘フ
次ヨゲヲ治力

七四七七八八
二三〇二二六
才才才才才才

田
代
　
隠
居

池
尻
は
げ
ん
と

海
老
　
向
田

犬
伏
　
政
吉

片
桐
山
　
上

苧
島
安
工
門

中
沢
弥
平
治
　
七
六
才
木
和
田
原
と
く
ぜ
ん

人ロのうこき
　　　　（8月1日現在）

｝数　2，089（一3）

1男4，102（一2）
　女4，149（士0）
　計8，251（一　2）

　
男
女
計

騰
。

世
人

7
2
2
2
9

亡
出
計

死
転
減

11

16

27

生
入
計

出
転
増



水
稲
の
被
害
申
告
に
つ
い
て

平年反収 反当掛金
共　済　金　　（反当り）

5割減収 8割減収 収穫皆無 移植不能

4　俵 427円 9600円 24，000円 33，600円 16，800円

5　俵 533円 12000 30，000 42，000 21，000

6　俵 640円 14，400 36，000 50，400 25，200

7　俵 747円 16800 42，200 58，800 29，400

8　俵 854円 19，200 48，000 67，200 33，600

　
愈
々
秋
の
取
り
入
れ
の
季
節
が
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
稲
作
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

稲
作
が
水
害
・
干
害
・
冷
害
・
イ
モ
チ

病
等
の
被
害
に
よ
り
三
割
以
上
減
収
し

た
場
合
、
被
害
の
量
が
平
年
反
収
の
三

割
を
越
え
た
減
収
分
に
つ
い
て
、
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
二
〇
〇
円
の
割
合
で
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
昨
年
は
干
害
の

大
被
害
が
発
生
し
約
一
千
万
円
の
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
を
見
廻
っ
て
み
て
、
平
年
作
よ

り
も
三
割
以
上
減
収
し
そ
う
だ
と
思
わ

れ
る
田
ん
ぽ
に
つ
い
て
は
忘
れ
ず
に
被

害
の
申
告
を
し
て
下
さ
い
。
申
告
用
紙

は
部
落
の
評
価
員
さ
ん
に
渡
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
被
害
申
告
は
評
価
員
さ
ん

に
し
て
下
さ
い
。
町
で
は
、
前
期
評
価

後
期
評
価
と
二
回
に
分
け
て
検
見
評
価

に
廻
り
ま
す
。
尚
共
済
金
は
平
年
反
収

に
よ
り
違
い
、
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。◎

被
害
が
三
割
以
下
の
場
合
は
通
常
災

害
以
下
と
し
て
共
済
金
は
出
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
掛
金
も
反
収
の
七
〇
％
の

徴
収
で
三
割
以
下
の
掛
金
は
徴
収
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
又
三
ケ
年
間
共
済
金
を

受
け
て
い
な
い
方
に
は
無
事
戻
金
と
し

て
一
ケ
年
掛
金
相
当
額
が
返
還
さ
れ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課
共
済
係
又
は

部
落
損
害
評
価
員
さ
ん
に
お
尋
ね
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
松
代
町
役
場
産
業
課

騨

．
ノ
’

ン’

、　、罵、

色
変
り
穂
の
出
は
じ
め
し
青
田
か
な

山
宿
の
古
家
は
親
し
団
扇
掛

畦
豆
の
咲
い
て
棚
田
は
美
し
き
　
　
左
右
石

山
涼
し
部
屋
新
ら
し
き
こ
と
も
又

畦
木
よ
り
畦
木
に
吊
し
干
瓢
干
す

峠
路
の
バ
ス
は
蝿
左
右
に
し
　
　
　
　
晴
胡

川
狩
り
を
せ
し
や
谷
川
濁
り
居
り

ア
タ
ン
屋
根
へ
干
瓢
を
干
す
梯
子
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
み

広
々
と
稲
田
授
粉
の
静
け
さ
に

蝿
の
鳴
き
ゐ
る
山
の
宿
に
着
く
　
　
　
暁
雪

県
境
か
と
も
山
見
え
旅
端
居
　
　
　
　
富
江

室
野
に
と
来
れ
ば
室
野
の
風
涼
し

青
田
果
稲
熱
薬
煙
た
な
び
け
り
　
　
　
悠
歩

風
鈴
や
母
と
離
れ
て
子
は
眠
る

終
バ
ス
の
大
夕
焼
に
正
面
す
　
　
　
　
淡
水

苔
む
し
て
涼
し
く
お
は
す
六
地
蔵

日
盛
り
や
村
の
少
年
山
羊
を
追
う
　
　
清
風

曲
り
堅
の
居
間
開
け
旅
ぢ
篭
枕

な
き
交
わ
す
二
つ
蝿
谷
深
し
　
　
　
た
つ
ぢ

立
葵
登
り
極
め
し
花
二
つ
　
　
　
　
　
公
明

お
茶
う
け
に
八
百
屋
せ
ん
べ
い
蝉
時
雨
六
花

禅
寺
の
草
よ
く
ひ
か
れ
居
て
静
か
　
　
枯
水

一
蛾
来
て
二
蛾
来
て
ナ
ベ
の
ふ
た
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

鯉
は
ね
て
蚊
や
り
た
だ
よ
う
寝
ご
ざ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

妻
療
え
て
次
第
に
ふ
え
る
夏
料
理
　
　
貞
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
石
先
生

土
砂
止
め
を
埋
め
て
夏
草
茂
り
を
り

旋
風
機
よ
り
山
の
風
心
待
ち

咲
く
も
の
は
合
歓
の
花
の
み
峠
越
す

川
上
に
夕
立
あ
り
し
濁
り
か
な

灯
蛾
の
来
て
網
戸
に
触
れ
し
音
な
り
し

山
菜
の
多
き
こ
と
又
夏
料
理

支
一
芸

しぶみ句会

　他石先生選
7月26日

於・ヤマヘイ旅館

青
楓
添
え
し
山
家
の
夏
料
理

心
き
く
胡
葱
も
あ
り
夏
料
理

夏
料
理
健
啖
に
そ
ば
も
食
べ

紫
蘇
の
葉
の
実
の
つ
ぷ
ら
に

　
　
　
　
　
母
を
恋
う
日
か
な

寝
そ
べ
っ
て
男
冥
利
の
夏
座
敷

初
も
ぎ
の
茄
子
濃
紫
掌
に
溢
る

夏
料
理
室
野
の
宿
も
久
し
ぷ
り

子
の
背
丈
ほ
ど
の
縁
下
の
蟻
地
獄

稚
堂

た
つ
ぢ

左
右
石

夏
の
虫
楚
々
と
し
て
山
泊
り
か
な
　
　
稚
堂

火
蛾
来
ね
ば
淋
し
と
網
戸
見
て
お
り
ぬ

山
描
け
ば
き
ま
っ
て
雲
の
峰
を
描
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
お

汗
を
ふ
く
ハ
ン
カ
チ
小
さ
く
掌
の
う
ち
に

門
灯
に
火
蛾
饗
宴
の
刻
の
あ
り
　
　
　
淡
水

さ
か
し
ま
に
箸
持
ち
替
え
て
火
蛾
拾
ふ

松
代
の
そ
ば
も
御
馳
走
夏
料
理
　
　
　
涼
月

穂
ば
ら
み
期
風
強
け
れ
ば
憎
し
と
も
　
枯
水

刈
草
や
百
合
の
つ
ぼ
み
の
ふ
く
ら
み
し
嫡
史

か
な
か
な
の
山
門
通
り
ま
た
は
げ
し
　
紅
茶

紫
蘇
の
葉
を
加
え
て
ほ
し
き
夏
料
理
　
公
明

蝉
生
る
杉
の
小
枝
を
残
し
け
り
　
　
　
静
風

百
合
咲
く
や
こ
の
大
藁
屋
く
ず
す
と
か
六
花

土
方
よ
り
肩
凝
る
と
云
う
田
草
取
り
　
立
石

　
　
　
　
兼
　
題

蠣
の
鳴
き
た
か
ぶ
れ
る
刻
の
あ
り
　
　
稚
堂

六
月
十
三
日

　
　
於
・
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
他
石
先
生
選
）

つ
つ
じ
咲
く
路
傍
の
石
に
一
服
す

リ
ッ
ク
背
に
獣
医
往
診
五
月
雨
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

出
稼
ぎ
の
娘
も
帰
省
し
田
を
植
え
る

授
農
の
娘
等
へ
土
産
の
蕗
わ
ら
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
木

雪
伏
せ
の
萱
の
間
に
わ
ら
び
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

残
雪
を
割
っ
て
田
を
打
つ
沢
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

渋
海
路
は
月
遅
れ
な
る
端
午
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勃



（6）

二
輪
車
事
故
の
防
止
及
び
暴
走
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
惑
か
ら
青
少
年
を
守
ろ
う

最
近
、
新
潟
県
内
で
も
「
暴
走
族
」
と

呼
ば
れ
、
ス
ピ
ー
ド
と
ス
リ
ル
に
あ
こ

が
れ
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
乗
用
車
を
乗
り

ま
わ
す
若
者
の
非
行
集
団
が
、
深
夜
の

集
団
暴
走
行
為
や
シ
ン
ナ
i
遊
び
、
暴

力
行
為
・
不
純
異
性
行
為
な
ど
の
非
行

を
繰
り
返
し
て
社
会
の
秩
序
を
乱
し
、

一
般
の
皆
様
に
も
多
く
の
迷
惑
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
暴
走
族
問
題
に
は
、
若
者
自

身
の
自
覚
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家
庭

・
学
校
・
職
場
は
も
と
よ
り
、
地
域
住

民
の
す
べ
て
が
深
い
関
心
を
持
ち
、
青

少
年
が
は
り
あ
い
を
も
っ
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
協
力
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

。
他
人
の
子
も
我
が
子
も
同
じ
社
会
の

子
と
言
い
ま
す
。
松
代
町
の
次
代
を
に

な
っ
て
も
ら
う
若
者
か
ら
、
健
全
に
成

長
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
暴
走
族
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
は

暴
走
族
と
し
て
、
警
察
の
指
導
や
取
締

り
を
受
け
た
若
者
の
家
庭
に
連
絡
す
る

と
保
護
者
の
大
半
が
「
う
ち
の
子
に
限

っ
て
は
」
、
　
「
オ
ー
ト
バ
イ
に
の
っ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
、
　
「
毎

夜
お
そ
く
ま
で
勉
強
し
て
い
る
は
ず
」

等
と
無
関
心
さ
を
暴
露
し
て
い
ま
す
。

一
般
に
次
の
よ
う
な
場
合
に
”
暴
走
族

”
に
入
っ
て
い
る
か
、
入
る
危
険
性
の

あ
る
兆
候
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
日

ご
ろ
の
行
動
を
良
く
観
察
す
る
と
と
も

に
、
あ
る
程
度
強
い
し
つ
け
が
必
要
で

す
。幽

三
五
〇
C
C
（
三
半
）
と
か
七
五
〇

C
C
（
七
半
）
な
ど
と
言
う
、
大
型
排

気
量
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
欲
し
が
る
。

幽
「
将
軍
」
、
　
「
ブ
ラ
ツ
ク
エ
ン
ペ
ラ

ー
」
な
ど
奇
妙
な
名
前
や
、
横
文
字
入

り
の
ス
テ
ツ
カ
ー
を
自
動
車
に
は
っ
て

い
る
。

幽
土
曜
日
の
夜
に
な
る
と
オ
ー
ト
バ
イ

に
乗
っ
た
友
人
が
迎
え
に
来
る
か
、
電

話
で
呼
び
出
さ
れ
て
外
出
す
る
。

Ω
時
々
「
勉
強
の
た
め
友
人
の
家
で
一

緒
に
勉
強
す
る
」
な
ど
外
泊
す
る
。

窃
頭
髪
を
坊
主
刈
り
に
し
た
り
、
身
体

に
ピ
ツ
タ
リ
合
う
よ
う
な
ジ
ヤ
ン
パ
ー

を
着
た
り
、
ト
ン
ボ
眼
鏡
を
か
け
た
り
す
る
。

　
防
止
す
る
た
め
に
は
暴
走
行
為
を
し
て
い

た
り
、
暴
走
族
と
思
わ
れ
る
ス
テ
ツ
カ
ー
の

ち
よ
う
付
、
服
装
等
を
し
て
い
る
若
者
を
発

見
し
た
時
は
お
だ
や
か
に
連
絡
し
あ
い
、
又

は
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
連
帯
責
任
性
を
強

め
る
よ
う
に
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
輪
車
に
乗
る
と
き
は

　
　
ヘ
ル
メ
・
ト
を
着
用

二
輪
車
に
乗
車
中
の
者
が
交
通
事
故
に

遭
遇
し
た
際
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ

と
が
最
も
簡
便
か
つ
効
果
的
な
方
法
で

し
ょ
う
。
道
路
交
通
法
に
お
い
て
も
一

定
の
場
合
に
お
け
る
着
用
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
し
て
い
な
い
者
が
多
く
、

も
し
着
用
し
て
い
た
な
ら
ば
被
害
を
防

止
し
、
あ
る
い
は
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
交
通
事
故
が

相
当
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
非
常
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
着
用
を
習
慣
づ
け
悲

惨
な
交
通
事
故
を
減
少
し
た
い
も
の
で
す
。

　
八
月
中
一
ケ
月
間
は
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
運
動
推
進
期
間
で
す
。

「
ー
来
ー
来
ー
米
－
米
ー
来
ー
米
1
－
米
ー
米
ー
・
米
ー
来
ー
来
－
来
ー
来
ー
米
－
来
」

一米一来一来一一来一・来r一米一米一米一来一米一来

　新潟県警察では、県民のための警察として

優秀な人材を求めています。

　採用試験、募集期間などは次のとおりです。

◎採用1次試験
　　10月5日（日）上越市

◎受験資格
　　高等学校卒業程度の学力を有する者で、昭

　　和23年4月2日から、昭和33年4月1日
　　までに生まれた者

◎受付期間

　　8月18日（月）一9月27日（土）

◎　受付場所　　　　　　　　　　、

　　安塚警察署又は近くの派出所、嘩在所

◎その他くわしいことについては、近くの警

　　察署、派出所、駐在所にお問いあわせ下さ

一一来一一来安塚警察署

　いo
一一来一来一来

少
年
少
女

　
　
早
朝
野
球
大
会
結
果

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
健
全
に
夏
休
み
を

楽
し
く
す
ご
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

一
昨
年
か
ら
始
め
た
、
松
代
地
区
分
団

対
抗
少
年
少
女
早
朝
野
球
大
会
を
、
本

年
も
八
月
一
日
か
ら
九
日
間
、
関
係
者

の
協
力
を
得
て
開
催
し
予
定
ど
お
り
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆

様
に
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
成
績
を

お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

窃
松
代
小
学
校
児
童
（
参
加
四
チ
ー
ム
）

　
　
会
場
　
松
代
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

　
優
勝
　
六
・
八
分
団

　
二
位
　
三
・
四
分
団

　
三
位
　
二
・
七
分
団
、
一
・
五
分
団

幽
松
代
中
学
校
男
子
（
参
加
五
チ
ー
ム
）

　
　
会
場
　
松
代
高
校
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
リ
ア
カ
；

四三二優
位位位勝

ツ
ー
・
ス
リ
ー

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

松
代
ゴ
；
ル
ド
、

ソ
ン

・
ラ
ン
ボ

千
年
バ
イ

囚
M
松
代
中
学
校
女
子
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
会
場
　
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

　
優
勝
　
連
合

　
二
位
　
ね
こ
車

　
三
位
　
二
分
団
、
松
代
パ
ツ
ク
ス
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－
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－
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